
10月１１日は稲刈りを行い、5月に播種したミノニシキを収穫しました。
天高い青空のもと、黄金色に実った稲穂を生徒たちは、鎌で刈り取って
いきました。今年度は昨年を100㎏上回る、479㎏の収量がありました。



10月１８日は、6月に定植したサツマイモ（紅はるか）の収穫を行いまし
た。このサツマイモは、1ヵ月ほど熟成させて糖度を上げてから一部は販
売し、一部は焼き芋にして試食しています。生徒たちは鮮やかな芋を、笑
顔で掘り出しており、収穫の喜びと農業の楽しさを実感していました。



1年生の総合実習で製作しているヒノキの椅子ですが、最近になって完
成する生徒がでてきました。この椅子は鋸や玄翁、釘といった基本的な
木工の手道具を使って椅子を制作する実習で、地域の特産物である東
濃桧を使っています。実習が始まると、木工室はヒノキの香りで溢れます。


